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１．質問内容（基本要求仕様書兼回答書の記載項目について）

区分 分類 項番号 質問内容 回答

基本要件 提案範囲 1

オンライン資格確認システムは、顔認証付きカードリーダー

でマイナンバーを読み込む仕組みのことを指しており、各社

医事会計システムとの連動のために必要となるインターフェ

イスの仕組みは各社独自の提供となっても良いでしょうか。

オンライン資格認証システムは電子カルテ及び医事システムと

は別にNTTスタートパック（PCを含む）を導入しております。

そのPCで受信した資格情報の接続と考えております。（「オン

ラインー資格認証ー１２３」の通り）接続先となる医事・電子

カルテがどのような接続方式を取るかについては機能不足にな

らない範囲でご提案ください。

基本要件 提案範囲 1

連携想定となる、部門システム及び機器の電子カルテシステ

ム側以外の接続費用、院内ネットワーク費用は見積対象外で

良いでしょうか。

システム連携について御社側の接続費用については

「オンラインー検体検査ー１２４・１２５」

「オンラインー画像機器ー１２６」

に記載の通り御社の提案システムの範囲内としてください。他

社が必要とする費用は当センターの調達範囲となります。

院内ネットワークは既存のものを利用するため設定変更等があ

れば当センターの範囲としますが御社都合で必要となるネット

ワーク機器があれば見積もり範囲に含めてください。

基本要件 端末仕様 7
端末の保守年数の記載がありませんが、1年保守でよいで

しょうか。

端末保守年数はできるだけサーバ保守期間に合わせてご提案く

ださい。ただしPCやプリンター等、端末種別ごとに保守部品年

数が異なることは考慮しますので明確に条件の記載をお願いし

ます。実際の調達時に決定したいと思います。

基本要件 端末台数 8

プリンタの内訳（A4,A3など）、スキャナ、ラベルプリン

タ、バーコードリーダーなど仕様書に記載がないが調達が必

要な周辺機器の台数をご教授ください。

プリンターはA4・B5を使用します。（A3・B4は使用していま

せん）

検体ラベルは委託検査会社のシステムから発行しており現行電

子カルテでは使用していません。

バーコードリーダやスキャナは御社システムのどの機能により

必要かによって数量が変わると思いますので回答が難しいで

す。ただし診察室のカルテ端末はノート含めて14台、受付には

カルテ医事端末４台を想定しています。

基本要件 端末台数 8

HISモニター：74台はHISデスクトップ：47台とは別の高精

細モニターの認識でしょうか。HISモニター＝HISデスク

トップの場合、台数は74台ではなく47台でしょうか。

モニタ74台とはデスクトップ47台のデュアルモニタを含めた台

数で高精細ではなく通常モニタです。現状存在している高精細

モニターは電子カルテには使用しない予定です。

会計 診断書作成 45
既存の診断書作成システムの地域連携オプションは今後も継

続利用を想定でしょうか。

45項は生命保険会社指定フォーマットの診断書作成システムで

す。地域連携および紹介状としては使用しておらず今後も使用

する予定はありません。

一般診断書（職場への提出等）、紹介状作成機能は電子カルテ

搭載機能を利用する予定です。（45項の診断書とは別機能）

プロポーザル

実施要項
２ 業務概要 （６）

契約の上限額は、上回った場合に失格や見積書受けとり不可

となる金額でしょうか。

金額は評価対象にはなりますが、上限額を超えても失格にはな

りません。

（別紙２）評価基準に記載の計算式により評価をさせて頂きま

す。

質問票に対する回答（基本要求仕様書兼回答書について）



区分 分類 項番号 質問内容 回答

プロポーザル

実施要項

７ 提案書等の提

出期限、場所及

び方法等

（４）

①

プレゼンテーションにおいて、具体的なプレゼン項目のご指

定は御座いますでしょうか。

より具体的なプレゼンにしていただくため会社案内や導入事例

は結構です。プレゼン時間不足であれば参考資料でも結構で

す。

可能なら、外来の流れ（受付～診察～画像オーダ～再診予約～

部門実施～会計）に沿ってお願いします。

また機能的には当センター医師がよく使いそうな機能をご紹介

ください。例えば、

カルテ機能としては、

記載時のシェーマ登録、連続での診療予約方法、検歴時系列参

照、及び印刷。

オーダ操作は外用薬処方、CT・MRI、内視鏡、検体検査、処

置、読影・レポート登録。予定日の違うオーダのセット展開

等。

ユーザカスタマイズ可能な範囲として

汎用的な指示機能、帳票フォーム例（受付票・予約票・同意書

等）、患者ステータスを一目で識別する複数任意のマーキング

（例：同意書取得済マーク）の提案

必須提案として、カンファレンス機能（キャンサーボード）の

オーダ・記録をどう実現するか、治療RISと予約連携した場合

の受付一覧の見せ方など提案。

カルテと他システム（RIS・PACS等）との連携操作方法。


